
70 years of Shibayama Town’s History
In July 1955, Shibayama Town was established through the merger of Futakawa Village and Chiyoda Village. Here, we look 
back on its 70 year history.
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史
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ど
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落
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台
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年
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輸
大
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と
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公
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に
15
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和
55
年
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山
町
国
民
健
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保
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診
療
所
開
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9
8
1

昭
和
56
年

5

芝
山
鉄
道
株
式
会
社
設
立

8

芝
山
公
園
野
球
場
完
成　
　
　

1
9
8
2

昭
和
57
年

10

第
1
回
芝
山
は
に
わ
祭
開
催

1
9
8
5

昭
和
60
年
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芝
山
町
公
民
館
千
代
田
分
館
完
成
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芝
山
町
総
合
運
動
場
に
芝
山
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
完
成
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町
民
憲
章
制
定

1
9
8
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昭
和
61
年
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芝
山
町
行
政
改
革
大
綱
策
定
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国
際
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光
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デ
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9
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昭
和
62
年
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催
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和
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年
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完
成
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博
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光
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8
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保
健
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タ
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完
成
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完
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路
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山
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に
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－
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台
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山
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議
会
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第
1
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発
刊
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9
1

平
成
3
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社
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町
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会
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議
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足

1
9
9
3
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町
長
選
挙　
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氏
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選
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催
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7

月
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二
川
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と
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代
田
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が
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し
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芝
山
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が
誕
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町
制
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行
70
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

有線放送電話業務を開始（昭和33年）

はにわ台住宅団地造成完了（昭和46年） 芝山町町制施行（昭和30年）

殿塚・姫塚古墳発掘調査。住民参加で発掘作業
（昭和31年）

芝山小学校新校舎落成（昭和48年）

第１回はにわ祭（昭和57年）

新東京国際空港を飛び立つ1番機（昭和53年）

パリで「はにわ展」を開催（昭和62
年）

航空科学博物館開館（平成元年）
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開
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平
成
22
年
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の
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収
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0
1
1

平
成
23
年

3
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日
本
大
震
災
発
生　

町
内
の
住
宅
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1
2
3
件
、
道
路
・
橋
被
害
13
件
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「
成
田
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空
と
大
地
の
歴
史
館
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開
館

8

「
風
和
里
し
ば
や
ま
」
道
の
駅
に
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録
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タ
ウ
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グ
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催

2
0
1
2

平
成
24
年

4
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の
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「
風
和
里
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ば
や
ま
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オ
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第
1
回
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田
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ト
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デ
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開
催
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成
田
空
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、
着
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滑
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0
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m
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供
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平
成
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生
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菱
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新
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開
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成
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町
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開
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1
6
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成
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年

3
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ひ
こ
う
き
の
丘
」
オ
ー
プ
ン

県
道
成
田
松
尾
線
千
代
田
バ
イ
パ
ス
・
町
道
01
－
0
0
9
号
線
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通

4

芝
山
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
開
始
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「
成
田
シ
ャ
ト
ル
」
路
線
新
設　

殿
塚
古
墳
・
姫
塚
古
墳
発
掘
60
周
年
を
記
念
し
て
早
稲
田
大
学
で
企
画
展
開
催

2
0
1
7

平
成
29
年

5

成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
に
つ
い
て
の
要
望
書
を
国
土
交
通
大
臣
な
ど
に
提
出

11

第
35
回
芝
山
は
に
わ
祭
で
初
の
古
代
人
一
般
募
集

2
0
1
8

平
成
30
年

3

四
者
協
議
会
に
お
い
て
成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
に
つ
い
て
実
施
す
る
こ
と
を
合
意

し
、
確
認
書
締
結

4

「
学
校
給
食
の
無
償
化
」
開
始

2
0
1
9

平
成
31
・

令
和
元
年

5

ひ
こ
う
き
の
丘
に
「
ハ
ー
ト
形
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
設
置

8

航
空
科
学
博
物
館
開
館
30
周
年
（
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
）

9
・
10

台
風
15
号
・
19
号
・
21
号
に
よ
る
風
水
害
が
町
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

10

四
者
協
議
会
に
お
い
て
合
意
し
た
機
能
強
化
計
画
に
基
づ
き
、
成
田
空
港
A
滑
走
路
の
夜

間
運
用
が
1
時
間
延
長

12

町
民
の
憩
い
の
場
「
成
田
空
港
温
泉
空
の
湯
」
オ
ー
プ
ン
（
併
せ
て
町
と
の
災
害
協
定
締
結
）

2
0
2
0

令
和
2
年

3

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
小
中
学
校
が
一
斉
休
校

8

福
島
県
小
野
町
と
自
治
体
と
し
て
初
め
て
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
」

締
結

2
0
2
1

令
和
3
年

3

「
第
5
次
芝
山
町
総
合
計
画
（
基
本
構
想
・
前
期
基
本
計
画
）」
策
定

4

町
立
芝
山
古
墳
・
は
に
わ
博
物
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

5

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

7
・
8

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。
聖
火
リ
レ
ー
に
町
民
が
参
加

11

芝
山
町
長
選
挙　

麻
生
孝
之
氏
当
選

2
0
2
2

令
和
4
年

6

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は
ぐ
〜
ん
」
オ
ー
プ
ン

11

芝
山
は
に
わ
祭
4
年
ぶ
り
の
開
催

2
0
2
3

令
和
5
年

3

成
田
空
港
－
九
十
九
里
エ
リ
ア
が
J
A
P
A
N 

E
C
O 

T
R
A
C
K
に
首
都
圏
で
初
登

録
さ
れ
る

3

千
葉
県
指
定
有
形
文
化
財
「
旧
藪
家
住
宅
」
保
存
修
理
工
事
完
了

7

新
し
い
形
で
「
芝
山
夏
祭
り
」
開
催

9

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
し
ば
っ
こ
保
健
ナ
ビ
」
配
信
ス
タ
ー
ト

10

オ
ー
プ
ン
参
加
形
式
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
「
芝
山
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

2
0
2
4

令
和
6
年

2

圏
央
道
の
芝
山
工
事
区
間
で
あ
る
芝
山
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通

7

鹿
児
島
県
奄
美
市
と
「
空
港
で
結
ぶ
友
好
都
市
」
協
定
を
締
結

8

殿
塚
古
墳
・
姫
塚
古
墳
出
土
埴
輪
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

2
0
2
5

令
和
7
年

8

最
後
の
鹿
島
神
社
奉
納
相
撲
開
催 

10

集
団
移
転
代
替
地
に
新
た
な
行
政
区
設
立
（
美
空
台
・
翼
台
）

町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典
挙
行

11

芝
山
町
長
選
挙　

麻
生
孝
之
氏
再
選
（
二
期
目
）

12

「
芝
山
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
」
復
活

2
0
2
6

令
和
8
年

成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
に
伴
う
効
果
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
行
中

台風による甚大な被害（令和元年）

子育て支援センター「はぐ～ん」オープン（令和4年）

「芝山夏祭り」開催（令和5年）

奄美市と「空港で結ぶ友好都市」協定を締結（令和6年） 町制施行70周年記念式典挙行（令和7年） 芝山鉄道開通（平成14年）

東日本大震災による道路の被害（平成23年）
新生芝山小学校開校（平成27年）

「ひこうきの丘」オープン（平成28年）

芝山町キャラクター「しばっこくん」誕生（平成25年）
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❶

❷

❹

❺

❻

❾

❿

❸

❽

❼

お
祭
り
＆

イ
ベ
ン
ト

春
秋

夏

Spring

Autumn

Summer

芝
山
町
の
お
宝
図
鑑

四
季
が
巡
り
、
人
が
ふ
れ
あ
う

芝
山
町
に
は
多
彩
な
「
お
宝
」
が
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
が
、

四
季
折
々
の
美
し
い
風
景
と
そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
町
を

挙
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
芝
山
は
に
わ
祭
を
は
じ
め
、
歴
史
に
彩
ら
れ
た
伝
統
行
事
、

竹
の
子
狩
り
や
稲
刈
り
体
験
な
ど
の
自
然
と
農
を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
芝
山
町
ら
し

い
お
祭
り
＆
イ
ベ
ン
ト
が
年
間
を
通
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

Festivals and Events
Shibayama Town is home to a variety of hidden 
treasures. Of these, we would like to tell you 
about the beautiful seasonal landscapes, 
beloved by many, and the festivals and events 
that bring them to life.

4
月

上
旬
　
竹
の
子
狩
り
（
芝
山
観
光
竹
の
子
園
）❶

下
旬
　
芝
山
公
園 

鯉
の
ぼ
り
（
芝
山
公
園
）❷

5
月

上
旬
　 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
（
町
立
芝
山

古
墳
・
は
に
わ
博
物
館
／
航
空
科
学
博
物
館
）❸

9
月

　
　
　
　
　 

空
の
日
関
連
イ
ベ
ン
ト
（
航
空
科
学

博
物
館
・
成
田
国
際
空
港
な
ど
）

中
旬
　
　
　 

稲
刈
り
体
験
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
（
花
と
緑
と
農
芸
の
里
な
ど
）

10
月

第
2

日
曜
　 

芝
山
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
芝
山
町
総
合
運
動
場
）❻

11
月

第
2

日
曜
　 

芝
山
は
に
わ
祭
（
殿
塚
・
姫
塚
／
芝

山
仁
王
尊
／
芝
山
公
園
）❼

12
月

14

日
　
あ
ら
い
祭
（
山
田
地
区
）❽

31

日
　
芝
山
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
花
火
（
芝
山
仁
王
尊
）❾

1
月

1

日
　

1

番
機
と
初
日
の
出
（
航
空
科
学
博
物
館
）

上
旬
　
初
天
神
・
お
取
子
縁
日
（
芝
山
仁
王
尊
）

2
月

3

日
　
節
分
会
（
芝
山
仁
王
尊
）❿

6
月

中
旬
　 

千
葉
県
民
の
日
イ
ベ
ン
ト
（
町
立
芝
山
古
墳
・

は
に
わ
博
物
館
／
航
空
科
学
博
物
館
）

7
月

中
旬
　 
芝
山
夏
祭
り
（
航
空
科
学
博
物
館
）❹

8
月

上
旬
　
は
に
わ
台
祭
り
（
は
に
わ
台
団
地
）❺

20

日
　 

は
に
わ
の
日 

古
代
体
験
イ
ベ
ン
ト
（
町
立
芝
山

古
墳
・
は
に
わ
博
物
館
）

冬Winter
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芝
山
町
の
お
宝
図
鑑

豊
か
な
自
然
と

人
の
技
・
情
熱
が
結
実

特
産
品

芝
山
町
は
、
肥ひ

沃よ
く

な
土
地
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
お

米
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
イ
カ
・
ニ
ン
ジ
ン
・
イ
チ
ゴ
・

落
花
生
な
ど
、
お
い
し
い
農
産
物
が
た
く
さ
ん
生

産
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内
に
あ
る
道
の
駅
と
空
の

駅
の
二
つ
の
「
風
和
里
し
ば
や
ま
」
で
は
、
こ
れ

ら
の
新
鮮
野
菜
・
果
物
に
加
え
、
加
工
品
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
特
産
品
が
並
べ
ら
れ
人
気
を
博
し
て
い

ま
す
。
花
卉
栽
培
も
盛
ん
で
、
サ
ン
ダ
ー
ソ
ニ
ア

や
カ
ラ
ー
、
リ
ュ
ー
コ
コ
リ
ー
ネ
な
ど
の
花
々
も

芝
山
町
な
ら
で
は
の
特
産
品
で
す
。

Specialties
With its rich and fertile soil, Shibayama Town is well known for its 
busy agricultural production and ornamental flower-growing. The 
two Fuwari Shibayama facilities—one a roadside station and the 
other an airport side market—are popular outlets featuring fresh 
produce, fruit, processed foods, and other local specialties.

埴輪（模造品）
芝山で出土した古墳時代の貴重な文化財をもとにデザ

インされたもので、はにわ博物館の受付で販売されて

います。数あるミュージアムグッズのなかでも特に人

気です。

サンダーソニア
艷やかな緑の葉の間から、鮮や

かなオレンジ色の花をちょうち

んのようにぶら下げて咲かせ、

別名「クリスマス・ベル」「チャ

イニーズ・ランターン」とも呼

ばれます。芝山町は生産高全国

1位を誇ります。

スイカ
糖度が高く、シャリシャリとした食感で

人気の芝山スイカ――その秘密は、昼夜

の気温差が大きいという気象条件にある

とか。もちろん生産者の「技と情熱」も

おいしさを支えています。

ニンジン
ニンジンも芝山町の特産品のひとつ。11

月から1月にかけて収穫・出荷されてい

る秋冬ニンジンは、市場で高い評価を受

けています。

リューココリーネ
日本でもまだ新しい切り花で、

白や青、紫系の清涼感のある花

色と細身で繊細な姿が特徴で

す。フラワーアレンジメントで

も個性を発揮します。

イチゴ
糖度が高く、ビタミン C が豊富な「おい

Cベリー」というイチゴがとくに人気です。

カラー
くるりと巻いたシンプルな花に、

しなやかで美しい茎が特徴。ウ

エディングシーンで人気です。

水分の豊富な場所を好む湿地種

と乾いた場所を好む畑地種とが

あり、芝山町で切り花として栽

培されているのは畑地種です。

ピーナツ
千葉といえばピーナツ。「千葉半立」

という特に甘味の強い品種を使用した

名産です。

力せんべい
生地を天日干しにし、仕上げは石窯を

使い上下の両火で手焼き。この昔なが

らの製法から生まれるしゃりっと柔ら

かい噛
か

みごたえが特長のせんべいです。

華マッコリ
千葉県産コシヒカリを100％使用し

ており、特徴は伝統的な韓国技法によ

り作られた「呼吸するカメ」の中で熟

成されていること。お米由来の自然な

甘みと華やかな香りが存分に楽しめる

体に優しいドリンクです。

お米
芝山の豊かな水と肥沃な大地で、生産者たちが愛情込め

て減農薬で育てた安全・安心なお米です。粒立ちと食味

の良さが特徴です。

古代米バームクーヘン
風和里しばやま完全オリジナル商品で、古代黒米と千葉

県産コシヒカリの米粉を使ったバームクーヘン。米粉

100％でつくられており、もちもち食感が楽しめます。
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芝
山
町
の
お
宝
図
鑑

先
人
か
ら
受
け
継
ぎ
未
来
へ
つ
な
ぐ

文
化
財

芝
山
町
は
、
太
古
の
昔
か
ら
人
が
住
み
始
め
、
そ
の
先
人
た
ち
が
多
く
の
文
化
遺
産
を
今
に
伝

え
る
「
歴
史
と
文
化
が
薫
る
ま
ち
」
で
す
。
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
殿
塚
古
墳
・

姫
塚
古
墳
出
土
の
埴
輪
48
点
を
は
じ
め
（
本
要
覧

P
14
か
ら
の
「
芝
山
は
に
わ
物
語
」
で
詳
述
）
、

町
内
各
所
に
残
る
貴
重
な
古
墳
や
埴
輪
、
奈
良
時
代
創
建
の
古
刹
で
あ
る
芝
山
仁
王
尊
・
観
音

教
寺
の
三
重
塔
や
仁
王
尊
像
な
ど
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
文
化
財
が
私
た
ち
を
悠
久
の
昔
へ
と
誘

い
ま
す
。

Cultural Properties
We describe here a variety of cultural assets found throughout the town, 
including the haniwa figures unearthed from the Tonotsuka and Himetsuka 
kofun (tumuli)—both designated as Important Cultural Properties of Japan—
as well as other burial mounds, haniwa figures, and ancient temples that 
were established in the Nara period (710 – 794 CE).

芝山町内の文化財一覧
指定・登録 番号 種類 名称 所在地・指定地 所有者・伝承者 指定年月日 員数

国指定 1 重要文化財（考古資料）千葉県殿塚古墳・姫塚古墳出土埴輪 芝山438-1 観音教寺（町立博物館寄託）令和6年8月27日 48点

千葉県指定

1 有形（建造物） 観音教寺三重塔 芝山298 観音教寺
昭和30年12月15日

（再）昭和31年7月13日
1基

2 無形民俗 白桝粉屋おどり 大里白桝地区 白桝粉屋おどり保存会 昭和43年4月9日

3 有形（建造物） 旧藪家住宅 芝山414-1 芝山町 昭和49年3月19日 1棟

4 有形（考古資料） 庄作遺跡出土の墨書土器資料群 芝山438-1 芝山町 平成22年3月19日 一括

芝山町指定

1 有形（彫刻） 仁王尊像 芝山298 観音教寺 昭和51年4月20日 2躯

2 有形（彫刻） 阿弥陀如来坐像 新井田785 称名寺 昭和51年4月20日 1躯

3 有形（建造物） 朗海上人の板碑 芝山298 観音教寺 昭和51年4月20日 1基

4 有形（考古資料） 双口土器 芝山438-1 芝山町 昭和51年4月20日 1個

5 有形（考古資料） 鮭のはにわ 芝山438-1 観音教寺（町立博物館寄託）昭和51年4月20日 1個

6 有形（工芸品） 芝山象嵌の扁額 芝山438-1 芝山町 昭和53年10月2日 1面

7 史跡 国会開設の先覚者桜井静の墓碑 小池字丸千代 個人 昭和55年2月15日 1基

8 有形（彫刻） 徳蔵寺本尊坐像 飯櫃172 徳蔵寺 昭和55年12月20日 1躯

9 天然記念物 熊野神社の椰の木 殿部田字門前811 熊野神社 昭和55年12月20日 1樹

10 天然記念物 上吹入の杉と椎の双体樹 上吹入字稽古 個人 昭和55年12月20日 2樹

11 無形民俗 神楽獅子（殿部田のお囃子） 殿部田区 殿部田お囃子保存会 平成3年6月3日

12 天然記念物 相馬高神社本殿脇の大杉 上吹入353 相馬高神社氏子 平成9年2月5日 1樹

13 有形（彫刻） 聖観世音菩薩立像 大里197 承天寺 平成26年9月12日 1躯

国登録 1 建造物 伊東家住宅主屋 小池1000 個人 令和2年8月17日 1棟

観音教寺三重塔
方三間、総欅造、銅板平葺きの層塔で、高さは25メー

トル。柱はすべて円柱、正面1間は両開きの桟唐戸（框

を縦横に組んで、間に板をつける）となっている。建築

年代は、擬宝珠の文政9年（1826）の銘から、この頃に

建てられたと考えられる。

千葉県指定有形文化財

観音教寺仁王尊像 
観音教寺の仁王尊像で、阿形と吽形の2躯からなる。

像高は、阿形は177センチ、吽形は183センチで檜の

寄木造りである。嘉慶2年（1388）の作。

芝山町指定有形文化財

芝山象
ぞう

嵌
がん

の扁
へん

額
がく

 
芝山象嵌は、江戸時代後期に芝山出身の芝山専蔵（仙蔵）により考案された工芸手法。芝山仁王

尊門前の旅
はた

籠
ご

であった旧藤屋旅館に伝えられてきた。

芝山町指定有形文化財

双口土器 
U 字形で口が二つあるユニークな形の双

口土器と呼ばれる縄文土器が、昭和44年

～ 45年の小池台遺跡（芝山町小池）の発

掘調査で発見された。高さは約8センチ、

左右の口の大きさはともに約5センチで、

約4000 ～ 3000年前の縄文時代後期の

土器である。

芝山町指定有形文化財

庄作遺跡出土の墨書土器資料群

小原子地区の奈良・平安時代の集落跡から、墨で人

の顔を描いた人面墨書土器や名前・文字を書いた墨

書土器が123点出土した。

千葉県指定有形文化財

承天寺の聖観世音菩
薩立像 

坂志岡地区にある承天寺のご本尊。

平安時代後期の作と推定され、町

内では最古の仏像と考えられる。像

高はおよそ170センチで一木造り。

芝山町指定有形文化財
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